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健康的で快適に暮らす
分譲マンションの
外断熱改修

㈲大橋建築設計室　　　　 

　代表取締役　大橋  周二

巻 頭 言
●compass●

　「外断熱」工法との出会いは少し遅

く、２００４年に、知り合いの施工業

者が札幌市内で行っている湿式工法

を採用した大規模改修工事を見学し

たことが始まりです。

　その４年後、相談を受けていたマ

ンション２棟の改修打合せを行って

いる時、友人の紹介で２００８年３月

にストックホルムへ一週間、北欧圏

で最大規模の建材展と、市内の外断

熱建築の見学に同行したことで、「外

断熱」改修に取り組むことになりま

した。この見学では、すでにＥＵ諸

国で２００６年から始まっていた「エ

ネルギーパス」と言われる、建物の

エネルギー性能表示制度に刺激を受

けました。

　当時、北海道では、洞爺湖サミッ

トが開催され、国内でも「ＣＯ２削

減」、「省エネ」と環境問題への取り組

みが加速し、積雪寒冷地である北海

道では、暖房エネルギー消費の節減

をはじめとする省エネ対策が始まっ

ていました。

　「外断熱工法」は、建築物の外側、

外壁と屋根に断熱材を貼り、外装材

で仕上げを行う工法です。１階に住

戸がある場合は、外壁周囲の地面を

凍結深度まで掘削し、基礎周囲の断

熱補強や、床下断熱も行います。ま

た窓からの熱損失を少なくするた

め、複層硝子への取替や窓そのもの

の交換も行います。

　北海道の様な積雪寒冷地域では、

年間の暖房エネルギー消費が大き

く、また夏冬の寒暖差の激しさは、

外壁面に発生したひび割れ部分に浸

入した雨水が凍結することによる、

躯体コンクリートの損傷にも繋がっ

ています。これらの対策に外断熱は

効果を発揮しています。

　外断熱工法により改修したマン

ションでは、外壁の外側を断熱材で

覆うことにより、躯体が保護され、

同時に連続した断熱層が熱橋を少な

くします。一年を通して安定した室

内環境をつくり、結露やカビの発生

を抑えます。暖房費の削減では、こ

れまでの改修事例から３０％近い削

減効果があり、住戸内における上下

間の温度差も、改修前５～６℃から

改修後は２～３℃に改善されていま

す。外断熱改修は「健康的で快適に

暮らす」ための第一条件であり、居

住者の皆さんにも「より長く住み続

けたい」と言う願いにも応える工法

です。

　これまでに改修した外断熱マン

ションは、２０１０年の２棟（１５階建て

６１戸と５階建て２０戸）以降、２０２１

年までで１４棟になりました。全て

の工事に共通していますが、外断熱

改修の実施には、住民各位の理解と

合意が必要です。勿論実現に至らな

かったケースもありますが、外断熱

改修普及のために以下の３つのこと

が重要と考えています

　①やはり工事費用が通常の改修に

比べ１．５倍程度になること。この解

決策としては、次回の改修工事費用

を充当する形で、銀行借入を行い修

繕積立金の範囲内で返済を行った

ケースもあります。

　②住民の合意形成では、やはり「外

装が変わる」ことへの理解を得るこ

とが必要です。特にタイル貼りを好

むマンションでは、外装タイルの維

持管理と外断熱改修によって得られ

るメリットについて丁寧に説明して

います。

　③設計事務所としては、外断熱改

修に関する知識や施工方法を、管理

組合、居住者の皆様に説明し、工法

への理解を得ることが必要です。北

海道では、札幌市を初め公共事業に

外断熱工法が多く採用されていま

す。これらのノウハウが民間工事に

も波及すれば、北海道内での分譲マ

ンションの外断熱化はさらに進むと

考えています。
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